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議会だより

３月議会あらまし
期間　３/4(月)～３/25(月)
内容　・同意案件 …………………14件
　　　・補正予算関係議案 ……… 5件
　　　・平成31年度予算関係議案 …… 7件
　　　・条例関係議案 ……………11件
　　　・その他議案 ……………… 3件
　　　・一般質問 …………………13人

３月10日（日）に開催された「福祉まつり」３月10日（日）に開催された「福祉まつり」

3月
6月12月
9月

あいにくの雨でしたが、ロビーでは
「軽音楽サークル たまてばこ」の演奏が
館内に響き渡っていました。
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武豊町制65周年記念事業！ 平
成
31
年
度 

一
般
会
計
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

山車まつり

記
念
事
業
総
額
６
５
４
３
万
円

主
な
イ
ベ
ン
ト

●

「
は
や
ぶ
さ
」
ま
る
ご
と
体
験
㏌
た
け
と
よ

　

開 

催 

日
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

５
月
２
日（
木
祝
）～
５
月
６
日（
月
振
）

　

完
成
披
露
：
６
月
16
日（
日
）

　

開
催
場
所
：
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

●

衣
浦
み
な
と
ま
つ
り
花
火
大
会　
　
　
　
　

　

開 

催 

日
：
７
月
27
日（
土
）
予
定

　

（
予
備
日
：
28
日（
日
））

　

開
催
場
所
：
衣
浦
港
武
豊
北
ふ
頭
沖
合
海
上

●

劇
団
四
季
「
こ
こ
ろ
の
劇
場
」

　

開 

催 

日
：
９
月
19
日（
木
）・
20
日（
金
）

　

開
催
場
所
：
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

●

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

開 

催 

日
：
９
月
21
日（
土
）

　

開
催
場
所
：
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

●

第
６
回
武
豊
ふ
れ
あ
い
山
車
ま
つ
り

　

開 

催 

日
：
10
月
13
日（
日
）

　

（
予
備
日
：
14
日（
月
祝
））

　

開
催
場
所
：
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

花火大会

武豊町マスコット
キャラクター
みそたろう
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武豊中央公園（野菜茶業研究所跡地）整備工事事業
１億9597万１000円

武豊中央公園（野菜茶業研究所跡地）に防災機能を持つ公園を整備します。
１期工事として防災機能を有した子どもや高齢者を始め誰もが安全で安心して利用できる、都市公園
の整備などを行います。平成32年度中に一部供用開始を目標に事業を推進します。

ドナー支援事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　21万円
血液の病気である白血病の治療に必要な骨髄移植推進のため、ドナー登録者を多くする必要がある
ことから、ドナーとその者が勤務する事業所に対して、助成を行います。　
ドナー　20,000円×７日×１人　事業所　10,000円×７日×１人

保育園防犯カメラ設置事業　　　　　　　　　　　 　425万円
保育園児、保育士、園舎などの安全のため、保育園８園に13基の防犯カメラを設置します。

いじめ不登校対策事業　　　　　　　　　　 　　　 1177万円
児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけ、関係各機関との連携、調整などのコーディネートを行
うスクールソーシャルワーカーを配置し、教育相談の体制を強化します。

妊娠８か月サポートコール事業　　　　　　　　　94万8000円
電話により、妊婦の状況を知ることで、出産後への切れ目のない支援を行います。

産後ケア事業委託料　　　　　　　　　　　　　 24万5000円
出産後の母親への身体的・心理的支援、育児指導などを助産院などへ委託します。

※２事業を実施することで、妊産婦の出産や育児への不安の解消を行い、安心できるようにケアす
るための事業です。

（武豊中央公園平面図）
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一
般
会
計
予
算
１
３
７
億
９
３
０
０
万
円
の
内
訳

会　計　名 平成31年度当初予算 対前年度比

一　般　会　計 137億9300万円 6.2% 

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 36億1800万円 6.6% 

後 期 高 齢 者 医 療 5億1434万円 4.0% 

介 護 保 険 事 業 25億6884万円 0.3% 

農業集落排水事業 1億2735万円 86.9% 

下 水 道 事 業 12億6490万円 8.6% 

小 計 80億9344万円 3.6% 

合　　　計 218億8644万円 2.4% 

会　計　名 平成31年度当初予算 対前年度比

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 ８億7899万円 0.7% 

収 益 的 支 出 ７億4251万円 1.1% 

資 本 的 収 入 8782万円 4.2% 

資 本 的 支 出 ３億8170万円 9.9% 

平成３1年度当初予算額 前年度比

町 税 80億3965万円 5.7% 

国 庫 支 出 金 12億1852万円 3.6% 

　交付税及びその他交付金 11億9853万円 4.3% 

県 支 出 金 9億5428万円 9.4% 

町 債 ( 借 金 ) 5億9960万円 1.2% 

　繰入金 ( 貯金取り崩し ) 9億5831万円 79.0% 

諸 収 入 5億  148万円 3.5% 

　 使 用 料及び 手 数 料 1億7097万円 23.5% 

　 分担 金 及び 負 担 金 1億1543万円 37.9% 

そ の 他 3623万円 3.0% 

総 額 137億9300万円 6.2% 

平成３1年度当初予算額 前年度比

民 生 費 52億9734万円 0.9% 

土 木 費 18億9953万円 2.4% 

教 育 費 21億1111万円 33.4% 

総 務 費 13億8411万円 11.3% 

衛 生 費 11億9808万円 9.4% 

公 債 費 6億  492万円 10.8% 

消 防 費 6億1398万円 11.2% 

  そ の 他（ 農 林 水 産 費・ 議
　   会費・商工費・労働費など） 6億8393万円 25.6% 

総 　 額 137億9300万円 6.2% 

（四捨五入により、差引額・合計などが実際の計算額と異なる場合があります）

■平成31年度予算の概要

歳入 ＜財源＞

歳出 ＜使いみち＞
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討　

論　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

賛　

成

政
和
ク
ラ
ブ 　

石
川
義
治
議
員

　

知
多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル
建

設
事
業
、
武
豊
中
央
公
園
整
備

事
業
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

の
発
展
を
見
据
え
た
予
算
で
あ

る
と
と
も
に
、
従
来
施
策
に
お

い
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
を
維
持
し
、
限
ら
れ
た
財
源

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
制
65
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
様
々

な
施
策
展
開
が
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

今
後
も
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
を
進
め
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
の
適
正
化
や
、
特
定
目

的
基
金
、
地
方
債
の
効
果
的
な

活
用
な
ど
、
健
全
財
政
の
維
持

に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
　
対

梶
田　

進
議
員

　

幼
児
教
育
の
無
償
化
は
当
然

行
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

０
～
２
歳
児
保
育
、
昼
食
代
、

早
朝
・
延
長
保
育
は
無
償
化
と

な
ら
な
い
。
無
償
化
す
べ
き
で

あ
る
。

　

長
時
間
勤
務
非
常
勤
保
育
士

は
、
子
ど
も
を
育
成
す
る
観
点

か
ら
継
続
性
が
大
切
。
長
時
間

非
常
勤
保
育
士
を
正
規
保
育
士

に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

小
学
校
で
は
、
道
徳
、
英
語

の
教
科
化
が
あ
り
、
教
職
員
の

長
時
間
勤
務
解
消
が
困
難
。
長

時
間
勤
務
解
消
の
た
め
の
予
算

措
置
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
拡

大
が
見
送
ら
れ
た
。
国
・
県
の

無
料
化
の
拡
大
要
求
と
町
の
医

療
費
無
料
化
拡
大
を
同
時
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

リ
ニ
ア
新
幹
線
、
名
浜
道
路
、

東
海
地
域
環
状
道
路
な
ど
の
建

設
促
進
団
体
へ
の
負
担
金
は
許

さ
れ
な
い
。

平成31年第１回定例会

1
冨
永　

良
一

2 

甲
斐
百
合
子

3
久
野　
　

勇

4
櫻
井　

雅
美

5
青
木　

信
哉

6
青
木　

宏
和

7
本
村　
　

強

8
梶
田　
　

進

9
南　
　

賢
治

10
石
川　

義
治

11
森
田　

義
弘

12
大
岩　
　

保

13
鈴
木　

一
也

14
石
原　

壽
朗

15
福
本　

貴
久

16
岩
瀬　

計
介

採
決
結
果

平
成
31
年
度
予
算

一般会計 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　

長

○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

特
別
会
計

国民健康保険事業 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

後期高齢者医療 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

介護保険事業 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

農業集落排水事業 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

下水道事業 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

水道事業会計 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

町立保育所設置、管理及び保育の
実施に関する条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

保育所運営審議会条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

遺児手当支給条例の一部を改正する
条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

母子・父子家庭医療費支給条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

道路占用料条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

公共用物の管理に関する条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

都市公園条例の一部改正 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○○ ○ ○ ○ ○ 可決

主な採決結果 ○：賛成　×：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。
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13議員が

質問町政を問う一般
質問

一般質問とは、議員が町の行財政全般に対し、質問して確かめることです。会派の代表が質問する「会派
代表質問」と、個々の議員が質問する「個人質問」があり、質問時間は答弁を含め50分以内です。

ページ 質　問　者 質　問　事　項

7 石 川 義 治
● 平成３１年度予算について
● 資金の管理・運用について

8 青 木 宏 和 ● 道路整備について

9 甲　斐　百合子
● 子育て世代包括支援センターについて
● 風しん対策について

10
上 福 本 貴 久 ● 赤ちゃんを育てている方が、外出しやすい優しい町について

下 森 田 義 弘 ● 本町の交通安全施策について

11
上 岩 瀬 計 介

● 駅前周辺整備（名鉄  知多武豊駅西側周辺）及び
　庁舎移転について

下 久 野　　 勇 ● 避難所について

12
上 本 村　　 強 ● 多文化共生社会に向けて

下 石 原 壽 朗 ● 活力あるまちづくりに向けて

13

上 鈴 木 一 也 ● 児童・生徒の体力について

下 櫻 井 雅 美
● 0 ～ 2 歳児保育所入所条件について
● 子ども子育て支援計画について
● 家庭で虐待の疑いのある児童生徒に対する学校での対応は

14

上 青 木 信 哉 ● 新天皇即位に伴う対応について

下 梶 田　　 進
● 行政運営について
● 平成３１年度予算について



7 T O P I C S 10 連休！「どこへ行った？」がご挨拶！

平
成
31
年
度
予
算
編
成
は

Ｑ 

ど
の
様
な
事
業
の
選
定
、

政
策
的
な
判
断
が
さ
れ
た
か
。

Ａ 

町
長 

現
場
で
生
の
声
を
聞

き
、
そ
の
必
要
性
や
重
要
性
・

緊
急
性
な
ど
を
考
え
、
予
算
案

に
反
映
さ
せ
た
。

　

例
え
ば
、
富
貴
保
育
園
の
園

舎
屋
根
防
水
工
事
、
小
中
学
校

の
ト
イ
レ
や
機
械
器
具
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
床
の
修
繕
・
更
新

な
ど
、
保
育
や
教
育
環
境
を
整

備
す
る
費
用
。

　

ま
た
、「
広
報
た
け
と
よ
」

の
表
紙
・
裏
表
紙
を
カ
ラ
ー
化
。

中
央
公
民
館
駐
輪
場
の
改
修
。

妊
娠
８
か
月
の
妊
婦
の
精
神
的

支
援
や
相
談
に
対
応
す
る
、
妊

娠
８
か
月
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ル
事

業
。
障
害
者
通
所
施
設
で
行
う

歯
科
健
診
事
業
へ
の
助
成
な
ど
。

Ｑ 

前
年
度
比
８
億
円
余
の
増

額
と
な
っ
た
一
般
会
計
予
算
案

の
主
な
内
容
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

屋
内
温
水
プ
ー

ル
の
用
地
買
収
費
が
約
５
億
円
。

武
豊
中
央
公
園
第
１
期
分
整
備

工
事
に
約
１
億
６
７
０
０
万
円
。

畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
の
施
設
整
備

補
助
金
に
約
１
億
２
９
０
０
万

円
、
町
制
65
周
年
記
念
事
業
と

し
て
山
車
ま
つ
り
や
花
火
大
会

の
開
催
に
要
す
る
経
費
が
約

６
５
０
０
万
円
。

Ｑ 

ハ
ー
ト
（
心
）
の
安
全
・

安
心
の
施
策
と
し
て
の
特
徴
的

な
事
業
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

被
害
想
定
を
地

図
上
に
示
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
の
作
成
。
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
継
続
実
施
。
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
抗
体
検
査
や
予

防
接
種
を
実
施
。
出
産
直

後
か
ら
４
か
月
ま
で
の
母

子
に
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
、
産

後
ケ
ア
事
業
。
骨
髄
提

供
に
要
す
る
通
院
・
入
院

日
数
に
応
じ
て
、
ド
ナ
ー

や
ド
ナ
ー
の
勤
務
す
る
事

業
所
に
助
成
。
小
中
学
校

に
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
配
置
。

Ｑ 

財
源
を
確
保
す
る
う
え
で
、

財
政
調
整
基
金
を
始
め
と
す
る

基
金
の
活
用
や
地
方
債
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意

し
て
い
る
か
。

Ａ 

総
務
部
長 

ま
ず
は
、
特
定

目
的
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
不
足

す
る
部
分
は
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
繰
り
入
れ
を
し
、
新
年
度

予
算
案
を
編
成
し
て
い
る
。

　

地
方
債
は
、
将
来
に
渡
っ
て

町
民
に
公
平
に
負
担
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
適
し
て
い
る
事

業
に
発
行
す
る
。

Ｑ 

将
来
に
向
け
て
の
財
政
調

整
基
金
や
特
定
目
的
基
金
、
地

方
債
に
対
す
る
当
局
の
考
え
方

や
方
針
は
。

Ａ 

町
長 

財
政
健
全
化
維
持
の

指
針
と
し
て
、
財
政
方
針
を
策

定
し
た
。
財
政
調
整
基
金
は
、

基
本
的
に
は
10
～
16
億
円
程
度

を
維
持
し
て
い
く
。
特
定
目
的

基
金
は
最
大
限
活
用
し
て
い
く
。

　

地
方
債
は
屋
内
温
水
プ
ー
ル

建
設
で
一
時
的
に
増
加
す
る
が
、

で
き
る
限
り
抑
制
す
る
。
普
通

建
設
事
業
は
国
県
な
ど
の
補
助

金
を
最
大
限
活
用
す
る
。

Ｑ.

Ａ.
政和クラブ

石川 義治 議員

財政調整基金への考え方は
10億円～16億円を維持する

会派代表 町政を問う！

▲ 主な、平成31年度予算事業

特定健康診査・特定保健指導事業

ハザードマップ作成業務委託事業
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平
成
30
年
８
月
に
愛
知
県
は
、

未
着
手
の
都
市
計
画
道
路
の
必

要
性
な
ど
を
再
検
証
し
、
必
要

に
応
じ
て
計
画
の
変
更
、
廃
止

を
行
う
た
め
、
こ
の
基
本
的
な

考
え
方
に
あ
た
る
「
愛
知
県
都

市
計
画
道
路
見
直
し
方
針
」
を

策
定
し
た
。

都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
は

Ｑ 
都
市
計
画
道
路
見
直
し
方

針
を
受
け
て
、
本
町
の
考
え
は
。

Ａ 

町
長 

各
路
線
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
、「
存
続
」
さ
せ

る
こ
と
を
基
本
と
し
、「
廃
止
」

の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
県
と
町
お
よ
び
関
係

機
関
が
相
互
協
力
の
も
と
、
見

直
し
方
針
に
基
づ
い
て
、「
存

続
」「
別
途
計
画
検
討
」「
現
道

に
代
替
え
」
の
３
つ
に
絞
り
検

討
す
る
。

富
貴
駅
西
側
改
札
口
の
整
備
は

Ｑ 

富
貴
駅
と
駅
南
側
の
踏
切

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

現
在
も
県
と
名

鉄
で
協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

Ｑ 

富
貴
駅
西
側
の
改
札
口
を

整
備
す
る
よ
う
に
要
望
し
な
い

の
か
。

Ａ 

建
設
部
長 

富
貴
駅
西
側
の

改
札
口
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

課
題
を
整
理
し
、
実
現
の
可
能

性
を
含
め
て
判
断
し
、
県
に
要

望
し
て
い
く
。

名
鉄
の
高
架
化
は

Ｑ 

石
川
か
ら
知
多
武
豊
駅
ま

で
の
区
間
で
、
鉄
道
の
高
架
化

に
つ
い
て
の
採
択
基
準
に
合
致

し
て
い
る
か
。

Ａ 

都
市
計
画
課
長 

明
確
な
基

準
で
は
な
い
が
、
一
つ
目
の
目

安
で
あ
る
「
幹
線
道
路
間
が

３
５
０
ｍ
以
上
あ
り
、
３
か
所

以
上
立
体
交
差
さ
せ
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
調
査
し

て
い
な
い
が
、
お
お
む
ね
合
致

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
つ
目
の
「
１
日
の
踏
切
交

通
遮
断
量
が
２
０
，
０
０
０
台

以
上
」
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い

条
件
で
あ
る
が
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
緩
和
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
採
択
さ
れ
な
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
事
業
と
い
う
点
で
は
、

今
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
計
画
は

な
い
が
、
将
来
に
向
け
て
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
盤
整
備

な
ど
を
計
画
す
る
段
階
に
な
れ

ば
、
併
せ
て
鉄
道
の
高
架
化
に

つ
い
て
の
調
査
・
研
究
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ 

今
後
、
20
年
後
、
30
年
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
知
多
武
豊
駅
西
側
の
整
備

に
併
せ
て
名
鉄
の
高
架
化
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

考
え
は
。

Ａ 

町
長 

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
な
ど
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
業
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

経
費
面
な
ど
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を

精
査
し
て
判
断
し
て
い
く
。

会派代表町政を問う！

Ｑ.

Ａ.
きずな

青木 宏和 議員

名鉄を高架にする考えは
あらゆることを精査して判断する

▲ 名鉄知多武豊駅
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会派代表 町政を問う！

　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
様
々
な
悩
み

や
問
題
に
対
し
、
保
健
師
な
ど

の
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
支
援
プ

ラ
ン
を
作
成
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
な

支
援
を
切
れ
目
な
く
行
っ
て
い

く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
総
合
的
な

相
談
支
援
拠
点
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
32
年

ま
で
に
全
国
整
備
を
め
ざ
し
て

い
る
。

設
置
に
向
け
て
の
検
討
は

Ｑ 

設
置
に
向
け
、
新
年
度
予

算
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
。

Ａ 

子
育
て
支
援
課
長 

南
部
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
設
置
に

向
け
た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
カ

ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
、
修
繕
費
を

計
上
し
て
い
る
。

Ｑ 

北
部
で
区
画
整
理
事
業
が

あ
り
、
今
後
、
子
育
て
世
代
が

中
央
部
～
北
部
に
多
く
な
る
。

な
ぜ
南
部
に
設
置
す
る
の
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

公
共
以
外

に
も
、
民
間
の
優
良
住
宅
地
の

開
発
も
行
わ
れ
て
い
る
。
財
政

的
に
も
、
今
あ
る
施
設
を
有
効

利
用
し
た
い
。

Ｑ 

人
員
体
制
は
。

Ａ 

子
育
て
支
援
課
長 

少
な
く
と

も
保
育
士
１
名
を
配
置
予
定
。

現
在
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

の
研
修
に
参
加
し
、
体
制
準
備

を
整
え
て
い
る
。

Ｑ 

相
談
支
援
に
は
個
室
も
必

要
で
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

密
室
と
ま

で
は
い
か
な
い
が
、
一
画
に
は

ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
相
談
し
や

す
い
環
境
を
整
え
た
い
。

Ｑ 

保
健
セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ

り
、
保
育
園
、
学
校
な
ど
多
く

の
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し

て
い
く
の
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

大
事
な
こ

と
だ
と
考
え
て
い
る
。
相
談
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
先

に
つ
な
げ
る
た
め
情
報
共
有
し
、

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

大
人
の
風
し
ん
予
防
対
策
は

Ｑ 

本
町
に
お
い
て
行
っ
て
い

る
大
人
の
風
し
ん
予
防
対
策
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

武
豊
町
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
妊
娠
を
予

定
ま
た
は
希
望
す
る
女
性
（
経

産
婦
を
除
く
）
で
、
抗
体
検
査

の
結
果
、
免
疫
が
不
十
分
と
判

断
さ
れ
た
方
に
予
防
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

抗
体
検
査
・
予
防
接
種
の

助
成
範
囲
を
、
経
産
婦
と
妊
娠

を
希
望
ま
た
は
予
定
す
る
女
性

の
夫
、
同
居
家
族
ま
で
広
げ
る

検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

風
し
ん
は

全
国
的
に
流
行
と
な
り
、
愛
知

県
も
緊
急
対
策
が
と
ら
れ
て
い

る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
愛
知
県

の
抗
体
検
査
の
対
象
拡
大
と
近

隣
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
、「
経

産
婦
を
含
む
妊
娠
を
予
定
ま
た

は
希
望
す
る
女
性
と
そ
の
配
偶

者
な
ど
の
同
居
家
族
」
ま
で
、

予
防
接
種
の
助
成
拡
大
を
実
施

し
た
い
。

Ｑ 

自
己
負
担
額
は
。

Ａ 

健
康
課
長 

対
象
者
に
つ
い

て
、
抗
体
検
査
は
県
の
事
業
で

無
料
。
予
防
接
種
は
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン（
は
し
か
と
風
し
ん
混
合
）

半
額
助
成
で
５
千
円
に
。

Ｑ.

Ａ.公明党議員団
甲斐 百合子 議員

子育て世代包括支援
センター設置は
平成32年に南部子育て支援
センターに設置予定
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「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
は
、

乳
幼
児
を
連
れ
た
方
が
、
外
出

時
に
授
乳
や
お
む
つ
替
え
の
で

き
る
場
所
の
こ
と
を
言
い
、
そ

の
愛
称
で
あ
る
。
県
内
で
も
、

各
市
町
村
の
子
育
て
を
担
当
す

る
課
が
中
心
と
な
り
、
公
共
施

設
へ
の
整
備
や
民
間
企
業
に
も

協
力
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
年
々
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

の
設
置
数
が
増
加
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
を
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の

必
要
性
は
大
き
い

Ｑ 

官
民
施
設
を
問
わ
ず
「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

乳
幼
児
が

い
る
家
族
が
安
心
し
て
外
出
す

る
こ
と
が
で
き
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
必
要
性
は
大

き
い
と
考
え
て
い
る
。

他
の
施
設
に
も
順
次
整
備

Ｑ 

授
乳
や
お
む
つ
替
え
に
困

る
こ
と
の
な
い
町
の
イ
メ
ー
ジ

が
周
知
さ
れ
れ
ば
、
籾
山
町
長

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
「
住

ん
で
み
た
い 

住
ん
で
よ
か
っ

た 

武
豊
町
」
に
繋
が
る
と
思

う
が
、
見
解
を
問
う
。

Ａ 

町
長 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
Ｐ
Ｒ
を

行
い
働
き
か
け
て
い
く
。
新
年

度
予
算
で
、
本
庁
舎
に
授
乳
・

お
む
つ
替
え
ル
ー
ム
設
置
工
事

費
を
計
上
し
て
お
り
、
他
の
施

設
に
も
順
次
整
備
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ 
生
活
経
済
部
長 

地
域
交
流

施
設
も
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の

指
定
を
す
る
。

Ｑ 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継

続
し
て
い
る
要
因
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

住
民
の
意
識
が

と
て
も
高
く
、
立
哨
さ
れ
て
い

る
方
も
非
常
に
多
い
こ
と
は
、

死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
継
続
し
て
い

る
要
因
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
幼
児
・
児
童
へ
の
交

通
安
全
教
育
推
進
、
交
通
少
年

団
活
動
、
高
齢
者
団
体
に
よ
る

教
室
の
開
催
な
ど
、
幅
広
い
世

代
の
活
動
も
要
因
の
ひ
と
つ
。

Ｑ 

今
後
の
方
針
や
取
り
組
み

は
。Ａ 

町
長 

現
在
行
っ
て
い
る
交

通
安
全
、
飲
酒
運
転
根
絶
の
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
気
軽
に
安

全
に
移
動
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
高
齢
者
無
料
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ 

幼
児
や
児
童
な
ど
に
対
す

る
交
通
安
全
対
策
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

幼
少
期
よ
り
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
付
け

を
行
う
た
め
、
交
通
指
導
員
に

よ
る
保
育
園
交
通
安
全
教
室
の

開
催
。

　

ま
た
、
小
学
生
は
自
転
車
の

正
し
い
安
全
な
乗
り
方
を
校
庭

や
実
際
の
道
路
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
と
共
に
学
ん
で
い
る
。

Ｑ 

高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安

全
対
策
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

運
転
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
方
や
体
力
・

視
力
・
反
射
神
経
な
ど
が
衰
え

て
き
た
高
齢
者
が
事
故
の
原
因

者
に
な
ら
な
い
よ
う
、
免
許
証

の
自
主
返
納
を
勧
め
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
方
が
自
主
返
納
さ

れ
た
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
２
年
間
の
無
料
乗
車
券
の

発
行
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

福本 貴久 議員

森田 義弘 議員

赤ちゃんの駅を設置していくべき

交通安全施策について

本庁舎に授乳おむつ替えルーム設置

世代に合わせた啓発事業を実施

個人質問町政を問う！

▲ 啓発活動の様子
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Ｑ 

巨
大
地
震
発
生
時
の
避
難

者
の
想
定
数
お
よ
び
避
難
所
の

収
容
人
数
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

避
難
者
数
は

４
５
０
０
人
と
想
定
し
て
い

る
。
収
容
人
数
は
一
次
二
次
開

設
避
難
所
の
合
計
収
容
人
数
が

４
９
０
０
人
で
十
分
対
応
可
能
。

Ｑ 

避
難
所
開
設
計
画
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

「
武
豊
町
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
そ
っ
て

運
営
し
て
い
く
。
一
次
開

設
避
難
所
か
ら
順
次
必

要
に
応
じ
て
二
次
開
設

避
難
所
・
福
祉
避
難
所
を

開
設
し
て
い
く
。

Ｑ 

避
難
所
開
設
情
報
の

周
知
方
法
は
。

Ａ 

町
長 

防
災
行
政
無
線
、

防
災
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

車
に
よ
る
広
報
を
実
施
。

　

現
在
、
発
災
時
に
有
効

で
あ
っ
た
メ
ー
ル
サ
ー

ビ
ス
へ
の
登
録
を
勧
め

て
い
る
。

Ｑ 

避
難
所
内
管
理
体
制
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

区
代
表
や
自
主

防
災
役
員
・
避
難
所
担
当
職

員
・
施
設
職
員
、
避
難
者
代

表
な
ど
が
委
員
と
な
り
、
避

難
所
運
営
委
員
会
を
設
置
す

る
。
ま
た
、
定
期
的
に
会
議

を
開
催
し
、
要
望
や
意
見
の

調
整
、
避
難
所
生
活
の
ル
ー

ル
作
り
な
ど
を
行
う
。

次
期
総
合
計
画
に
将
来
の

駅
西
の
方
向
性
を

盛
り
込
め
る
よ
う
検
討

Ｑ 

駅
前
周
辺
整
備
（
知
多
武

豊
駅
西
側
周
辺
）
お
よ
び
庁
舎

移
転
は
。

Ａ 

町
長 
駅
西
の
整
備
構
想

は
、
私
の
４
期
目
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
知
多
武
豊
駅
西
側
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
る
。
知
多
武
豊
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
名
鉄
知

多
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整
理
事

業
の
完
成
形
を
想
定
し
、
将
来

の
構
想
を
考
え
た
い
。
駅
西
側

エ
リ
ア
は
、
役
場
庁
舎
を
は
じ

め
、
消
防
武
豊
支
署
、
長
尾
山

駐
車
場
、
駅
駐
輪
場
、
武
豊
交

番
な
ど
公
共
施
設
が
存
在
。
庁

舎
の
建
替
え
ま
た
は
移
転
、
消

防
支
署
の
移
転
、
お
よ
び
、
議

会
か
ら
話
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

駅
周
辺
の
一
方
通
行
に
よ
る
交

通
規
制
も
、
地
域
に
お
住
い
の

方
々
の
、
ご
意
向
な
ど
も
把
握

し
な
が
ら
、
検
討
が
必
要
。
町

の
顔
と
し
て
、
賑
わ
い
を
生
み

出
す
重
要
な
地
域
と
な
る
。
構

想
に
は
時
間
を
か
け
、
町
民
の

方
々
、
議
員
の
皆
さ
ま
、
学
識

経
験
者
な
ど
と
、
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
。

野
菜
茶
業
研
究
所
跡
地
（
武
豊

中
央
公
園
）
が
適
し
て
い
る

Ｑ 

20
年
後
30
年
後
の
駅
西
側

整
備
構
想
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

現
在
の
敷
地
内

で
の
建
て
替
え
を
考
え
る
と
、

必
要
な
庁
舎
の
床
面
積
の
確
保

は
可
能
で
あ
る
が
、
駐
車
場
の

確
保
が
図
れ
な
い
。
現
在
、
取

得
を
進
め
て
い
る
野
菜
茶
業
研

究
所
跡
地（
武
豊
中
央
公
園
）は
、

庁
舎
建
設
の
敷
地
が
、
十
分
確

保
で
き
、
ま
た
、
標
高
が
、
現

在
の
庁
舎
よ
り
高
く
、
防
災
面

で
も
優
れ
て
い
る
。
移
転
候
補

地
と
し
て
、
よ
り
適
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ.
Ａ.

久野　勇 議員

災害時、避難所に求めるものは
迅速開所と安全・安心な避難生活

個人質問 町政を問う！

Ｑ.
Ａ.

岩瀬 計介 議員

庁舎移転候補地、どの地域が最善か
野菜茶業研究所跡地（武豊中央公園）

▲ 名鉄知多武豊駅西側整備地区

▲ 避難所の様子
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第
６
次
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

新
施
策
が
必
要

Ｑ 

高
齢
者
が
活
動
的
に
過
ご

す
た
め
、
自
由
に
動
け
る
年
齢

の
う
ち
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
無
料
に
し
て
、
外
出
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
後
押
し
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ 

町
長 

高
齢
者
を
無
料
に
す

れ
ば
運
賃
収
入
に
影
響
が
あ
り

財
政
負
担
も
増
え
る
が
、
高
齢

者
福
祉
の
充
実
や
運
転
免
許
の

自
主
返
納
に
は
必
要
な
施
策
で

あ
り
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

無
料
化
に
つ
い
て
協
議
を
す

る
。Ｑ 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
連

続
講
座
の
提
案
で
、
富
貴
駅

前
広
場
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な

ど
が
さ
れ
て
い
る
。
活
動
を

継
続
支
援
す
る
仕
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

講
座
終
了
後

も
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

交
付
金
制
度
の
紹
介
な
ど
を

し
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
は

「
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
」
を
開
設
し
、
地
域
づ
く

り
の
中
核
と
な
る
人
材
を
育
て

て
い
く
。

Ｑ 

工
業
用
地
を
整
備
し
て
企

業
誘
致
し
、
働
く
場
所
の
確
保

を
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
世
代

が
武
豊
町
に
集
う
の
で
は
な
い

か
。Ａ 

企
画
部
長 

都
市
計
画
法
や

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
規
制
な
ど
が
あ
り
、

す
ぐ
に
解
決
は
で
き
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

個人質問町政を問う！

　

改
正
出
入
国
管
理
法
が
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
る
。
日
本
の
労

働
力
不
足
を
補
う
た
め
の
新
た

な
在
留
資
格
を
設
け
て
、
外
国

人
の
方
が
働
け
る
よ
う
に
す
る
。

働
く
場
と
し
て
日
本
が
選
ば
れ
、

武
豊
町
を
選
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
遠
く
自
国
を
離
れ
、

言
葉
も
文
化
も
違
う
国
に
来
て

く
れ
る
外
国
の
方
た
ち
を
、
お

も
て
な
し
の
気
持
ち
で
迎
え
る

体
制
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

多
文
化
共
生
社
会

Ｑ 

在
住
外
国
人
の
主
な
国
籍

別
人
口
は
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長  

直
近
で

１
０
７
０
人
の
住
民
登
録
が
あ

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
３
９
６
人
、
ベ

ト
ナ
ム
１
７
５
人
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
１
５
０
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

１
１
９
人
、
中
国
１
０
６
人
で

あ
る
。
約
30
ケ
国
の
方
が
住
民

登
録
し
て
い
る
。

Ｑ 

転
入
手
続
き
な
ど
に
言
語

の
支
障
は
な
い
か
。

Ａ 

生
活
経
済
部
長 

日
本
語
を

話
せ
る
会
社
の
担
当
者
や
友
人

が
同
行
さ
れ
る
の
で
、
さ
ほ
ど

の
支
障
は
な
い
。
国
際
交
流
員

の
通
訳
も
あ
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
支
障
は
感
じ
て
い
な
い
。

Ｑ 

多
文
化
共
生
社
会
実
現
の

た
め
に
何
が
必
要
か
。

Ａ 

町
長 

相
手
と
分
か
り
合
う

た
め
に
は
、
ま
ず
、
相
手
を
知

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
た

め
に
、
現
在
、
町
内
企
業
に
勤

め
る
外
国
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
、

総
合
計
画
や
多
文
化
共
生
の
施

策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
外

国
人
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
く
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

Ｑ.
Ａ.

本村　強 議員

共生社会実現に必要なことは
外国人と地域住民との相互理解

Ｑ.
Ａ.

石原 壽朗 議員

活力あるまちづくりへ新施策を
コミュバスの無料化などを検討

▲ 協働のまちづくり連続講座の風景

▲ 住民窓口課前のパンフレット



13 T O P I C S 忘れません！あなたの声を、応援を！

個人質問 町政を問う！

愛
知
県
は
、
全
国
体
力
テ
ス
ト
の

結
果
が
、
全
国
平
均
を
大
き
く

下
回
る
残
念
な
結
果

Ｑ 

本
町
の
結
果
を
ど
う
分
析

し
て
い
る
か
。

Ａ 
教
育
部
長 

全
国
体
力
テ
ス

ト
は
、
小
学
５
年
生
と
中
学
２

年
生
を
対
象
に
実
施
。
本
町
は

愛
知
県
と
比
較
し
、
や
や
低
い

傾
向
に
あ
る
。

Ｑ 

体
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

Ａ 

教
育
部
長 

ゆ
め
た
ろ
う
ス

マ
イ
ル
マ
ラ
ソ
ン
・

た
け
と
よ
チ
ャ
レ

ン
ジ
大
会
・
体
育
協

会
主
催
の
各
種
競

技
大
会
を
開
催
。

　

学
校
で
は
、
持
久

力
・
瞬
発
力
・
調
整

力
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
指
導
と
、
充

分
に
体
を
動
か
す

こ
と
の
で
き
る
環

境
の
整
備
を
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
会
の
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル

や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
身
近
な

運
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
最
適

と
思
う
が
、
参
加
す
る
児
童
が

減
っ
て
い
る
。

Ｑ 

以
前
の
よ
う
な
活
発
な
活

動
に
な
る
よ
う
支
援
は
。

Ａ 

町
長 

児
童
数
の
減
少
に
併

せ
加
入
率
も
減
っ
て
い
る
。
子

ど
も
の
健
全
な
育
成
に
有
意
義

で
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
「
武
豊
町
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
」
を
介
し
て
、

活
発
な
活
動
が
活
性
化
に
繋
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ.
Ａ.

鈴木 一也 議員

児童・生徒の体力について
全体的に体力・運動能力はやや低い傾向

櫻井 雅美 議員

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
広
め
た
い

Ｑ 

虐
待
の
疑
い
が
あ
る
児
童

を
確
認
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

町
独
自
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
作
成
し
て
い
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
手
引
き
を
参
考

に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ 

新
潟
県
で
使
用
さ
れ
て
い

る
「
児
童
虐
待
早
期
発
見
の
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
87

項
目
に
わ
た
る
。
教
員
の
経
験

値
や
感
覚
に
よ
ら
ず
判
断
で
き
、

共
通
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
採
用
を
検
討
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

教
育
長 

大
変
参
考
に

な
る
意
見
で
す
。
数
日
後
に

校
長
会
が
あ
る
の
で
、
提
示

を
し
て
全
校
に
広
げ
た
い
。

社
会
事
情
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い

Ｑ 
０
～
２
歳
児
保
育
園
入

所
条
件
で
「
16
日
以
上
の
勤

務
」
と
町
独
自
の
条
件
が
あ

り
ま
す
が
、
見
直
し
は
さ
れ
ま

し
た
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

20
年
以
上

見
直
し
は
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ 

国
は
母
親
の
働
き
や
す
さ

の
た
め
法
を
緩
和
し
て
い
る
の

に
、
町
の
厳
し
い
条
件
の
た
め

使
え
な
い
。
一
刻
も
早
い
改
善

を
望
み
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

社
会
事
情

と
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
を
合
わ
せ
て
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ.
Ａ.
虐待発見のチェックリスト使用を
校長会で提示し、全校に広めたい
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青木 信哉 議員

新
天
皇
即
位
に
伴
う
対
応
は

　
Ｑ 

新
元
号
へ
の
対
応
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Ａ 
町
長 

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
改
修
は
完
了
済
み
で
あ
る
。

本
番
の
切
り
替
え
時
期
は
４
月

30
日
に
新
元
号
を
反
映
し
、
５

月
１
日
に
最
終
確
認
作
業
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

Ｑ 

大
型
連
休
の
役
場
や
そ
の

他
の
施
設
で
の
対
応
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

４
月
27
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
す
べ
て
閉
庁
で

考
え
て
お
り
、
婚
姻
・
出
生
・

死
亡
な
ど
の
届
出
に
つ
い
て
は

宿
日
直
者
が
24
時
間
対
応
す
る
。

Ａ 

住
民
窓
口
課
長 

５
月
１
日

は
日
柄
も
よ
く
、
４
月
30
日
か

ら
日
付
が
変
わ
る
午
前
０
時
頃

は
、
婚
姻
届
の
提
出
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
住
民
窓
口
課
の
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
に
入
る
予
定
で

あ
る
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

保
育
園
は

４
月
28
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で

休
園
と
な
り
ま
す
。

Ａ 

企
画
部
長 

中
央
公
民
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
町
民
会
館
、

図
書
館
、
総
合
体
育
館
、
運
動

公
園
、
地
域
交
流
施
設
は
す
べ

て
開
館
す
る
。
ま
た
地
区
集
積

所
に
お
け
る
ご
み
収
集
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
常
武
、
エ
コ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
通
常
通
り
行

う
。Ｑ 

周
知
方
法
は
ど
う
す
る
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
広
報
４
月
15
日
号
で
各
施
設

の
開
庁
・
開
館
状
況
を
一
覧
に

し
た
形
で
掲
載
を
予
定
し
て
い

る
。

　

各
施
設
で
の
事
前
の
周
知
を

し
た
い
。

Ｑ.
Ａ.
大型連休の各施設の対応は
ホームページ・広報で周知を図る

Ｑ.
Ａ.

梶田　進 議員

税の公平性から均等割の減額を
受益者負担として考えていない

負
担
の
大
き
い
均
等
割
は

廃
止
を

Ｑ 

国
民
健
康
保
険
税
は
制
度

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
税
が
増
え
た
世
帯
が
多
く

あ
り
、
保
険
税
負
担
が
重
い
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
か
ら
無
収
入
の

被
保
険
者
か
ら
均
等
割
を
徴
収

す
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
、
廃

止
す
べ
き
で
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

「
均
等
割
」

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
、
保
険
給
付
を
受

け
る
受
益
者
の
人
数
に
応
じ
て
、

一
定
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
加
入
者
数
に
よ
る
世

帯
間
の
均
衡
を
図
る
賦
課
方
式

で
す
。

　

所
得
、
加
入
者
数
に
応
じ
た

軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
均
等
割
」
を
廃

止
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
負
担
は
応
能
負
担
が
原
則

Ｑ 

国
保
税
と
料
の
違
い
は
、

税
は
応
能
負
担
が
大
前
提
で
す

（
料
は
、
応
益
負
担
）。

　

国
保
税
は
前
提
か
ら
考
え
る

と
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
均
等
割
が
各

世
帯
の
保
険
税
が
占
め
る
割
合

が
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
18
歳
未
満
、
高
校
生

以
下
の
方
は
ほ
と
ん
ど
収
入
が

な
い
わ
け
で
す
。
町
内
で
の
20

歳
未
満
の
被
保
険
者
数
が
約

８
８
０
人
、
均
等
割
を
な
く
し

て
も
、
２
６
０
０
万
円
程
度
で

す
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

を
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
無
収

入
の
高
校
生
以
下
の
均
等
割
は

廃
止
可
能
で
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
３

つ
の
賦
課
方
式
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
賦
課
方
式
に
お
い
て

も
均
等
割
は
賦
課
方
式
と
し
て

定
め
ら
れ
て
お
り
、
均
等
割
を

廃
止
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

▲ 10連休になるゴールデンウィーク

個人質問町政を問う！
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豊
田
市
の
熱
中
症
に
よ
る
事

故
を
き
っ
か
け
に
、
全
国
的
に

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

武
豊
町
議
会
は
、
８
月
１
日
、

籾
山
町
長
あ
て
に
「
小
・
中
学

校
に
お
け
る
空
調
設
備
設
置
を

求
め
る
」
と
い
う
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
７
日
の
行
政

報
告
会
に
お
い
て
、
町
長
か
ら

「
設
置
に
向
け
て
準
備
し
て
い

き
た
い
」
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
年
２
月
14
日
の

臨
時
議
会
に
お
い
て
、「
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
が
上
程
さ

れ
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

６
小
中
学
校
１
３
２
教
室
に

　

設
置
さ
れ
る
の
は
各
学
校
の

普
通
教
室
お
よ
び
特
別
支
援
学

級
。

　

武
豊
小
学
校
：
26
教
室

　

衣
浦
小
学
校
：
20
教
室

　

富
貴
小
学
校
：
18
教
室

　

緑
丘
小
学
校
：
25
教
室

　

武
豊
中
学
校
：
30
教
室

　

富
貴
中
学
校
：
13
教
室

工
期
：
契
約
締
結
翌
日
か
ら

　

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で

請
負
金
額
：
３
億
９
４
４
１
万

　

６
０
０
０
円
（
消
費
税
込
）

請
負
会
社
：
東
芝
キ
ヤ
リ
ア　

　

株
式
会
社　

ト
ヨ
タ
営
業
所

天
井
吊
り
型

　

議
会
と
し
て
は
、
今
年
の
夏

に
間
に
合
う
よ
う
に
希
望
し
ま

す
。
児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安

心
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
。

町内全小・中学校にエアコン設置！！

Ｑ 

投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

期
日
前
投
票
の
際
に
、
投
票
所

入
場
券
の
裏
面
を
利
用
し
て
、

宣
誓
書
を
印
刷
で
き
な
い
か
。

Ａ 

投
票
所
入
場
券
の
様
式
を

変
え
る
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要

と
な
り
、
多
大
な
経
費
が
か
か

る
。
次
期
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ

ス
テ
ム
更
新
の
際
の
課
題
と
し

た
い
。（
平
成
27
年
９
月
議
会
）

Ｑ 

平
成
30
年
７
月
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新

時
期
を
迎
え
る
。
投
票
所
入
場

券
の
裏
面
に
、
宣
誓
書
を
印
刷

す
る
検
討
は
さ
れ
た
か
。

Ａ 

今
の
と
こ
ろ
、
次
期
シ
ス

テ
ム
更
新
と
い
う
意
味
で
は
、

ソ
フ
ト
は
変
え
な
い
た
め
、
今

の
入
場
券
の
様
式
を
そ
の
ま
ま

使
う
と
い
う
事
で
、
進
ん
で
い

る
。　
（
平
成
29
年
12
月
議
会
）

そ
の
後
　

　

裏
面
の
記
載
内
容
を
見
直
し

す
る
こ
と
に
よ
り
宣
誓
書
記
載

欄
を
追
加
で
き
た
た
め
、
平
成

31
年
２
月
の
愛
知
県
知
事
選
挙

よ
り
、
裏
面
の
一
部
に
宣
誓
書

を
印
刷
し
た
投
票
所
入
場
券
を

使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Q&Aその後どうなった？そういえばあの答弁どうなったのかな

投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
！

入
場
券
裏
面
に
宣
誓
書

臨時
議会



16議会だより　　　　　　　No.167　2019年4月15日発行

議
会
だ
よ
り

2019年
4月

15日
発

行
愛

知
県

武
豊

町
議

会
平

成
31年

3月
定

例
会

発
行

／
愛

知
県

武
豊

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
470-2392 愛

知
県

知
多

郡
武

豊
町

字
長

尾
山

2
番

地
電

話
／（

0569）
72-1111　

FA
X

／（
0569）

72-1671
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
／

http://w
w

w.tow
n.taketoyo.lg.jp/

E
メ

ー
ル

／
gikai@

tow
n.taketoyo.lg.jp

Ｎ
Ｏ

. 167

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴
することができます。また、各委員会は、委員長
の許可が必要となります。

一般質問の放送予定
ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）
６月15日(土)・22日(土)
午前9時から

●町民の議会に関するご意見
　皆さまからの議会に関するさまざまなご意見
を募集しています。
　応募は、手紙・電話・メールで。

 ５月 27日（月） 請願・陳情提出期限

 ６月  4日（火） ９時　開会

  6日（木） ９時　一般質問

  7日（金） ９時　一般質問　

  14日（金） ９時　議案質疑

  17日（月） ９時　総務企画委員会

  17日（月） 14時　建設経済委員会

  18日（火） ９時　文教厚生委員会

  21日（金） 14時　採決

次回定例会日程(予定)

〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
TEL: (0569)72-1111（内線207）

E-mail:gikai@town.taketoyo.lg.jp
※応募に当たっては、必ず、住所、氏名、連絡先(電話・メールアド

レス)を記入してください。
掲載時は、ご希望によりイニシャル表示とします。また、写真・
ご意見とも掲載時に編集することがあります。

「議会だより たけとよ」が
掲載されています。

【マチイロ】

地方自治体広報誌アプリ

編 集 後 記

ブルグミュラーコンクール2018
名古屋ファイナル金賞！

　

富
貴
保
育
園
年
中
の
栞
ち
ゃ

ん
と
お
母
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ 

ピ
ア
ノ
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

Ａ 

何
か
楽
し
め
る
習
い
事
を

と
思
い YouTube 

を
見
て
選

ん
だ
バ
イ
オ
リ
ン
を
始
め
ま
し

た
が
、
音
感
を
養
う
た
め

に
ち
ょ
う
ど
１
年
前
に

ピ
ア
ノ
も
習
い
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
楽
譜
も
読

め
な
く
て
、
耳
で
覚
え
て

弾
い
て
い
ま
し
た
。

Ｑ 

練
習
は
１
日
に
ど
れ

く
ら
い
し
ま
す
か
。

Ａ 

毎
日
１
時
間
半
は
必

ず
練
習
し
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
前
は
も
う
２

時
間
く
ら
い
。

　

最
初
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
も
ら
え
な
く
て

す
ご
く
悔
し
く
て
練
習
を
頑

張
っ
た
！
「
も
ー
っ
と
お
っ
き

い
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
欲
し
い
！
」

Ｑ 

将
来
何
に
な
り
た
い
。

Ａ 

ピ
ア
ニ
ス
ト
！

　

コ
ン
ク
ー
ル
前
は
マ
マ
が
練

習
に
付
き
添
い
、
パ
パ
が
家
事

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
そ
う
で
す
。

と
っ
て
も
人
懐
っ
こ
く
て
、
お

絵
か
き
が
大
好
き
な
栞
ち
ゃ
ん

の
将
来
が
楽
し
み
で
す
！

　議会だよりもこのメンバーで作成するのは最後の
号となりました。議会開催月の翌月15日に発行する
ため、編集日程はかなりタイトになります。委員全
員で内容を検討し、掲載内容を決定し、役割分担。
それぞれが得意とするところでスキルを発揮し、効
率的な編集会議を重ね、発行となり皆さまに届き
ます。
　読みやすく手に取ってもらいやすい議会だよりを
目標に意見を交わし、時には熱く、時には笑いもあ
るとても雰囲気の良い委員会活動となりました。
　より良い紙面作りに向け、みなさまのご意見をお
聞かせいただければ幸いです。　　　　（櫻井雅美）

議会傍聴来て！聞いて！

西田 栞
しおり

さん


